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2009.12.2 by Hiroki Morisaki 
 

Change Sequence of  NOD_INF.out 

はじめに 

 このプログラムは、Excel ファイル上で HYDRUS の出力ファイルの[NOD_INF.OUT]のデータ群

を以下のように並び変えるプログラムです。 

 グラフ作成などに便利です。 
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1. プログラムの使い方(Excel2003) 

 

1.1 マクロの有効化(Excel2003) 

 

 今までにマクロを使ったことがない場合は，マクロを有効化しなければならない。 

Excel82003)を起動する。 

ツール→マクロ→セキュリティを選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セキュリティレベルのタブを開き，レベルを 

「中(M)」にします。 

 

 

 

 

 

 

その後，Excel を一度閉じ，もう一度開くと 

マクロのある Excel ファイルを開くときに，以下のような警告が出るようになります。 

 

ここで，「マクロを有効にする(E)」を選択すると，

その Excel ファイルにあるマクロを実行すること

ができるようになります。 
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1.2 データの読み込み 

このマクロは，Sheet1 にあるデータを Sheet2 に並び変えて出力します。 

HYDRUS のデータを読み込みます。 

 

①ダウンロードした Excel ファイル[ChangeSeqNIO.xls]を起動する。 

Sheet1 を選択し，データを貼り付けます(データ(D)→外部データの取り込み(D)→データの取り込

み(D)) 

 

 

※ [Alt]キー→[D]キー 

→[D]キー→[D]キーでも代用可 

 

 

 

HYDRUS の Project の保存先のフォルダを開く。 

 

ここで，Project の保存先のフォル

ダを[マイプレース]に追加しておくと，

データの取り込みが非常に早く出来

るようになる。 

 

 

 

 

 

右の図は Project の保存先のフォ

ルダを[マイプレース]に追加した後の，

データファイルの選択画面である。 

画面左の赤枠の部分を選択するだ

けで，Project の保存先のフォルダに

行く。 
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 目的の Project のフォルダを開き， 

ファイルの種類(T)において，「すべて

のファイル(*.*)」を選択する。 

 

②HYDRUS の Profile のデータは，

「NOD_INF.OUT」ファイルに保存さ

れているので，このファイルを開く。 

 

 

 

ファイルを選択すると，右下の画面が表示される。 

 

 

 

③「カンマやタブなどの区切り文字によ

ってフィールドごとに区切られたデータ

(D)」を選択し，「次へ(N)>」をクリック。 

 

※「スペースによって右または左に揃

えられた固定長フィールドのデータ

(W)」では、連続した区切り文字が 1 文

字として扱われないので並び変えられ

ない。 

 

区切り文字の選択において「スペース(S)」に

チェックを入れ，「完了(F)」 

 

 

 

 

④データの貼り付けを開始する位置を選ぶ。 

セル A1 にデータを開始する。 

（3 章のプログラムの構造において，セル A1 からデータ

を開始する理由を述べる。） 
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データ貼り付け完了後の Sheet1 
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1.3 マクロの操作手順 

Sheet1 にそれぞれ目的のデータを読み込んだら，マクロを利用します。 

マクロがうまく実行されないときは、4 章の Q＆A を見てください。節点数の数が 16 以上のときは、

実行できません。そのときは 3 章の①を読んでプログラムを変更してください。 

 

Sheet1 に外部データを読み込んだ Excel ファイルのツールバー 

ツール(T)→マクロ(M)→マクロ(M)を選択 

 

※[Alt]キー+[F8]キー同時押し

でも可能 

 

 

 

 

マクロ選択画面の[HYDRUS_Sheet1_to_2]を実行 

 

 

 

 

 

 

 

 

深さ(Depth)の先頭行を入力します。 

(1.2 の手順どおりにデータを読み込んだ場合は，14

行目です) 

 

 

深さ(Depth)の先頭列を入力します。 

(1.2 の手順どおりにデータを読み込んだ場合は，C 列

=3 列目です) 

 

 

マクロがデフォルトで,(開始行,開始列)=(14,3)が出るようになっている。デフォルトで出る数値を変

えたいときは 3 章で述べる。 
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すると、マクロが実行され、Sheet2 に以下のように並び変えられる。 

データの並び方は，上から順に[Head]，[Mositure]，[K]，[C]，[Flux]となっている。 

 

Time は赤枠の部分となる。 

 

それぞれの日数での深さごと

の項目の変化がわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここで作成したデータをすでにグラフなどを作成した Excel ファイルに貼り付けることで，グラフを

作成する手間を省くことができる。 
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2. プログラムの使い方(Excel2007) 

2.1 マクロの有効化(Excel2007) 

 今までにマクロを使ったことがない場合は，マクロを有効化しなければならない。 

 Excel2007 においては，まず[開発]タブを表示しなければならない。 

 

Excel(2007)を起動する。 

Office ボタン→Excel のオプション(I)を選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Excel のオプションにおいて， 

赤枠の項目にチェックを入れる。 
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開発→マクロのセキュリティを選択 

 

 

 

 

 

 

マクロの設定の項目を表示し，レベルを「すべてのマクロを有効にする」にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後，一度 Excel を閉じ，再度開くと変更が反映されます。 
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2.2 データの読み込み(Excel2007) 

 

HYDRUS のデータを読み込む。 

①ダウンロードした Excel ファイル[ChangeSeqNIO.xlsm]を起動する。 

Sheet1 を選択し，データを貼り付けます(データ(D)→外部データの取り込み(D)→テキストファイル 

 

 

※ [Alt]キー→[D]キー 

→[D]キー→[D]キーでも代用可 

 

 

HYDRUS の Project の保存先のフォルダを開く。 

 

ここで，Project の保存先のフォルダを左画面に

追加しておくと，データの取り込みが非常に早く

出来るようになる。 

 

 

 

 

右の図は Project の保存先のフォルダを右画面

に追加した後の，データファイルの選択画面であ

る。 

画面左の赤枠の部分を選択するだけで，Project

の保存先のフォルダに行く。 

 

 

 目的の Project のフォルダを開き， 

ファイルの種類(T)において，「すべてのファイル

(*.*)」を選択する。 

 

 

② HYDRUS の Profile の デ ー タ は ，

「NOD_INF.OUT」ファイルに保存されているので，

このファイルを開く。 

ファイルを選択すると，右の画面が表示される。 
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③「カンマやタブなどの区切り文字によってフィールドごとに区切られたデータ(D)」を選択し，「次

へ(N)>」をクリック。 

 

 

 

区切り文字の選択において「スペース

(S)」にチェックを入れ，「完了(F)」 

 

 

右の画面が表示される。 

 

 

 

④データの貼り付けを開始する位置を選ぶ。 

セル A1 にデータを開始する。 

（3 章のプログラムの構造において，セル A1 からデータ

を開始する理由を述べる。） 

 

 

 

 

データ貼り付け完了後の

Sheet1 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3 マクロの操作手順 
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マクロがうまく実行されないときは、4 章の Q＆A を見てください。節点数の数が 16 以上のときは、

実行できません。そのときは 3 章の①を読んでプログラムを変更してください。 

 

Sheet1 に外部データを読み込んだ Excel ファイルのリボン 

表示タブ or 開発タブ→マクロ(Alt+F8)を選択 

 

 

 

 

 

 

マクロ選択画面の  

[HYDRUS_Sheet1_to_2]を実行 

 

 

 

 

 

 

深さ(Depth)の先頭行を入力します。 

(1.2 の手順どおりにデータを読み込んだ場合は，14

行目です) 

 

 

深さ(Depth)の先頭列を入力します。 

(1.2 の手順どおりにデータを読み込んだ場合は，C 列

=3 列目です) 

 

マクロがデフォルトでそれらの数値が出るようになっている。デフォルトで出る数値を変えたいとき

は 3 章で述べる。 

 

 

 

 

すると、マクロが実行され、Sheet2 に以下のように並び変えられる。 

データの並び方は，上から順に[Head]，[Mositure]，[K]，[C]，[Flux]となっている。 
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Time は赤枠の部分となる。 

 

それぞれの日数での深さご

との項目の変化がわかる。 

 

 

 

ここで作成したデータをすでにグラフなどを作成した Excel ファイルに貼り付けることで，グラフを

作成する手間を省くことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. プログラムの構造 

ここでは，プログラムの構造について述べます。 
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このプログラムは，Sheet1 にあるデータを一度それぞれの項目に分けて取り込んでいます。 

たとえば，0 日目の Head は，head(1,1)~head(100,1)，１日目は head(1,2)~head(100,2)･･･のよう

に記録していきます。括弧の中の数字は，head(x,y)とすると，x=節点数(深さ方向のデータの数)，

y=PrintTime+1(PrintTime 分だけ日にちごとのデータがある。それに加えて，0 日目の条件の分)と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 変数の宣言を行っています。 

ここで，Depth(1000,15)~Flux(1000,15)と宣言しているのは，この章の始めに述べたように，各

PrintTime におけるデータの量を宣言しています。よって，このプログラムでは，節点数が 1000 以

内で PrintTime が 15 以内であるとの仮定になります。すなわち，それ以上の節点数，PrintTime を

用いた条件を設定したときは，この部分の設定を変更しなければなりません。 

Ex. 節 点 数 =1500 ， PrintTime=20 の 条 件 で 計 算 を 行 っ た と き は ， Depth(1000,15) を

Depth(1500,20)に変更します。その他の項目も同じです。 

jikan(15) は ， PrintTime の 日 数 を 取 り 込 み ま す 。 [jikan(1)]= 初期 条 件 の と き (0 日 目 ) ，

[jikan(2)]=PrintTime(1)….のようになります。 

① 

②

③

⑤ 

⑥

④ 
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time as Integer は，[time]が整数であると宣言しています。[time]は，それぞれの PrintTime の行

の位置が変化するため，それを修正するために変化していきます。 

 

② 

 データの入力を行います。 

  

③ 

Val 関数を用いて，入力されたデータを文字列から数字に変換しています。 

[i01]，[j01]を入力することで，どこからデータが開始しているかを入力しています。 

[i11]，[j11]によって，[i01]，[j01]の数字を控えておきます。 

[p01],[s01],[ii0]は節点数と PrintTime を計算するための定義を行っています。 

入力した Depth の開始行-6 の位置に Time があるので，-6 を行っています。 

 [Sheet1.Select]で、元のデータのある場所を選択します。 

 

[p01]で PrintTime を入力し，③においてデータ郡の数を計算するのに用います。(Ex.PrintTime=3

ならば，初期条件のものも含めてデータ郡は 4 つ)[s01]で，節点数を入力することで一つのデータ

郡において，一つの項目のデータ数がいくつあるかを計算することができます。 

②において入力した[p01]に+1(初期条件の分)することで，全データ郡の数を計算しています。

[m101]，[m201]，[m301]，[m401]，はそれぞれ Moisture，K，C，Flux を貼り付ける行の計算に用

います。⑨で細かく説明しています。 

Time の列の位置の計算をしています。 

 マクロを利用する Sheet を選択しています。 

 

 

 

④ 

節点数と PrintTime 数の計算を行います。また、PrintTime 数+1 にしているのは、0 日目のデータ

があるためです。 

 

⑤ 

 Time の記録をします。 

Time の数は，PrintTime+1 の数になります。[p01]は，④において，PrintTime+1 の計算をすでに

してあります。Time の位置は，行は④において計算し，列は Depth と同じなので，(time,j01)となり

ます。Time の行の位置は，始めの 0 日から数えて節点数+9 の位置にあるので，データを読み込

んだ後に，次の行の位置を計算しています。その後，For~Next 文によって，jikan(1)=PrintTime(0)，

jikan(2)=PrintTime(1)…のように読み込んでいきます。 
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⑥ 

 各項目のデータを読み込みます。 

 

head(i,j)=Cells(…)…となっています。括弧の中の i は，そのデータの上から数えたときの数と等

しい。そして，その数は節点数と等しい。そのため，For…Next 文を用いて，④で計算節点数まで

ループする。j は PrintTime と同じである。すなわち，読み込んでいるデータ郡が上から数えて何番

目のデータ郡であるかを示す。（何日目のデータであるか） 

例えば，深さ 100cm で節点数 101，3 日間，PrintTime=3 の条件で計算を行ったときに，

head(10,2)=-30 だとすると，j=2 であることから，１日目ということがわかり、i=10 であることから

-9cm の深さの head の値を記録しているとわかる。j=2 であるのに，１日目であるのは，j=1 が初期

条件のときの値を示すためである。同じく i=10 が-9cm の深さを表すのは，0cm のときが i=1 であ

るためである。 

[i01]=i01+1 として[i]と分けているのは，2 つ目のデータ郡を読み込むときに head(i,j)の i がずれる

ため。 

すべての PrintTime におけるデータを全て読み込んだら，[i01]=i01+9 をして次の PrintTime へと進

んでいく。 
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⑦ 

 [Sheet2.Select]で貼り付けるシートを選ぶ。 

 貼り付けるデータの項目を出力します。出力する場所は，②おいて入力した節点数が影響して

きます。 

 

 貼り付ける行の位置は，③において計算をした[m101]，[m201] ，[m301]，[m401]を用いていま

す。m101+6 や m201+11 は，データの項目との幅いくつあけるかを決めています。それぞれのデ

ータの数は，節点数と等しくなります。このマクロは，項目ごとに縦にデータを並べるため，上にあ

るデータと重ならないようにしなければなりません。そのため，節点数×1,×2,×3,×4 などを行い，

⑦ 

 

⑧ 

 

⑨ 

⑩ 

⑪ 
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データを貼り付ける開始行を調整しています。 

 もし，他に新しい項目を追加したいときは③において[m501]=s01×5 を作り，行の計算を行う必

要が出てきます。詳細は，4 章で述べます。(4.4 参照のこと) 

 

⑧ 

 各項目名を貼り付けています。[Cells(m101+6,1)=”Depth”]のように+6 となっているのは、Head

や Moisutre のデータの間を空けるためです。 

⑨ 

 各項目の時間を貼り付けています。 

⑩ 

各項目の横に Depth を貼り付けます。 

 

⑪ 

 それぞれの項目ごとの数値を貼り付けます。 

 

 貼り付ける行の位置については⑦参照のこと。まず，nj によって，読み込んだときの⑦における

j(=PrintTime 数)を決めます。その後，ni を For…Next 文でループさせることによってそれぞれの数

値を貼り付けていきます。全てのデータを貼り付けたら，For…Next 文によって次の nj に変わり，

再び ni=1 からデータを貼り付けていきます。 
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4. こんなときの変更点(Q＆A) 

 ここでは，マクロを利用するうちで変更したいことがあったときにどのようにしたら良いか，また，

マクロが動かないなどのときにどのような対策をすればよいかを答えます。 

 

4.1 マクロが動かない 

 

・マクロの有効化はすんでいますか？一度 Excel を全て閉じないとダメですよ。 

・Sheet の名前は合っていますか？元のデータの場所や貼り付ける先の名前がプログラムと違っ

ているのは，目的地の名前が間違っているのと同じです。マクロ君は困ってしまいますよ。（3 章

の⑤を見てください） 

 ・プログラムのコピーはちゃんと出来ていますか？途中で止まっているとマクロは動きませんよ。 

・上記のいずれも確認したけど，全部違う！という人。とりあえず Excel を一度閉じてみてもう一

度マクロを使ってみてください。それでもダメな場合は，マクロがどこまで実行できているかを見

て， 止まる位置がわかれば，そこのプログラムの構造を見てください。 

 

4.2 マクロは動くけど，ちゃんと貼り付けてくれない 

・節点数，PrintTime は合っていますか？データ数が変わってくるので上手く貼り付けられなくなり

ますよ 

 ・Depth の開始列と開始行は合っていますか？確認お願いします。 

 ・Time が上手く貼り付けられない場合は，データの取り込み方が異なっている可能性があります。

1.3，2.3 を見てください。もしくは[Ctrl]+[F]で検索 Box を出して「区切り文字」で検索してください。 

 ・これら以外の場合，マクロがその条件に対応できていない or マクロのミスが考えられます。連

絡していただけると助かります。 

 

4.3 他の項目も追加したい 

 新しい項目を追加したい場合は，プログラムの構造の①,⑥，⑦，⑧，⑨，⑩，⑪に変更を加える

必要があります。 

①で項目の宣言をしてください。仕方は head，moisture などと同じように[項目名(数字,数字)]のよ

うにしてください。(Ex,[Dim temp(1000,15)]) 

⑥で新しく読み込みたいデータを指定してください。(Ex.[temp(i,j)=cells(i01,j01+9)] 

⑦で[m501=5*s01]を追加してください。 

⑧各項目名を指定してください。(Ex.[Cells(m501+26,1)=”Depth”],[Cells(m501+26,2)=”Temp”]) 

⑨Time を貼り付ける位置を指定してください。(Ex.Cells(m501+27,k01+1)=jikan(k01)) 

⑩で Depth を貼り付ける位置を指定してください。(Ex.[Cells(m501+28,1)=depth(ii,1)]) 

⑪で項目を貼り付ける場所を指定してください。(Ex.[Cells(ni+m501+28,nj+1)=temp(ni,nj)]) 
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4.4 いらない項目を消したい 

 4.3 と逆になります。要らない部分を削除してください。削除するのはプログラムの構造の①,⑥，

⑦，⑧，⑨，⑩，⑪の該当する部分です。データをつめたい場合(Ex.C を消して C の位置に Flux を

持って行きたい)データの貼り付けの部分(プログラム構造⑪)で Cells(ni+m301+18,nj+1)=c(ni,nj)

となっているところを Cells(ni+m301+18,nj+1)=Flux(ni,nj)としてください。不要な部分を削除してく

ださい。 

 

4.5 もっと節点数や PrintTime を増やしたい 

 プログラムの構造の①を変更しなければいけません。3 章のプログラムの構造の①において例

を載せた説明をしています。そちらを参照してください。 
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5. おまけ 

 Excel には楽をする機能が意外にたくさんあります。ここではそれを知っている限り説明します。 

 

まずは，1.3,2.3 でも紹介した[Alt]→[D]→[D]→[D]です。 

これは，[Alt]キーを用いてマウスを使わずに[編集]や[表示]を使う機能を使っています。Excel や

Word の画面で[編集(E)]の E はこのときにどのキーが対応しているかを表しています。 

[Alt]でコマンドを選択します。Excel のコマンドにおいて[データ(D)]となっているので[D]キーを押し

ます。その次の「外部データの読み込み(D)」，「データの取り込み(D)」それぞれがすべて[D]キー

なので連続で押すことで非常に早くできます。 

この機能は Excel2007 でも利用することができます。 

 

次に 1.3 で紹介している[マイプレースへ追加](2003)の存在です。よく使うフォルダを登録すること

ができます。2007 では，[マイプレース]という言葉は使われていませんが，同じような機能を利用

することはできます。2.3 でその方法を紹介しています。 

 

グラフタイトルを一度に変更する方法として，参照の方法があります。グラフのタイトルも Excel の

セルと同じく=を用いて参照することができます。 

具体的には，グラフ中の[グラフタイトル]をクリックし，選んだ状態で[数式バー]を選択します。そし

て=を入れ，目的のセルを指定します。そしてそのセルに文字や数字を入力すると，[グラフタイト

ル]が変更されます。 

 

セルを一度に指定する方法として，[Ctrl]+[Shift]+[方向キー]があります。これにより，連続するデ

ータ群を一度に指定できます。 

 

また，Excel の機能ではないですが，[Alt]+[Tab]を押すことで複数のウィンドウを切り替えることが

できます。[Alt]を押しながら[Tab]を押すことで移動していきます。 

 

上記と同じく[Ctrl]+[Tab]で，インターネットエクスプローラーなどのタブ機能のあるものにおいて，

タブを切り替えることができます。反対の順にタブを切り替えたいときは[Ctrl]+[Tab]+[Shift]を押す

ことで反対の順に(左回り)タブを切り替えられます。 


